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190 号

② 菱 週 饗 全 鼎 民 動
令和2年9月 21日 (月 )～9月 30日 (水)

●運転者(同栞者を含む)向け

スマホより 横断歩道の 僕を見て
0歩行者自

=車
利用者向け

夕暮れの 一番星は 反射材
●子ども向け

しっかりと 止まってかくにん 横だん歩道

_独 ヨ

見守り活動中の交通安全協会香芝支部協会広陵分会のみなさん

1 運動の重点  :
/子供を始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用の確保

/高齢運転者等の安全運転の励行

/夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険運転の防止

/二輪車、原付車の交通事故防止 (奈良県重点)

介紹こ

県
内
統

〓
ア
ー

の一員役 1令和2年6月 22日  就任
'

実 施 日       実 施 事 項

9月 21日 0子供を始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用の確保推進デー

9月22日●高齢運転者等の安全運転の励行デー

9月25日 0夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険運転の防止推進デー

9月 27日 0二輪車原付車の交通事故防止推進デー

9月30日●交通事故死ゼロを目指す日(全国一斉)
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令和2年 9月 16日 一般財団法人 奈良県交通安全協会 (奈良県交通安全活動推進センター) 第1"号 (2)

日
本
一安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

し
か
し
な
が
ら
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
い
た
期
間

中
の
人
身
事
故
の
増
加
半
と
、
畔
除
後
の
増
加
率
を
昨
年
同

時
期
と
比
べ
る
と
、
一■
市
中
の
増
加
率
は
、
単
に
よ
る
移
動
が

自
粛
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
解
除

後
の
増
加
率
は
前
年
を
Ｌ
回
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
死
者
数
は
、
戦
後
流
計
の
残
る
昭
和
２２
年
以
降
最

少
の
数
の
３４
人
で
あ
り

第
１０
次
奈
良
県
交
通
安
全
計
画
の

最
終
年
で
あ
る
本
年
の
死
者
数
の
自
標
は
「
限
り
な
く
ゼ
ロ
に

近
づ
け
る
（２５
人
以
下
を
目
途
こ
と
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
の
日
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は

下
半
期
の
交
通
事
故
抑

止
活
動
が
成
否
の
健
を
提
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
交
通
情
勢
の
中

９
月
２‐
日
か
ら
「
令
和
２
年

秋
２
父
通
安
全
県
民
述
動
」
が
子
■
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
と
日
転
■
の
安
全
利
用
の
確
保

高
齢
運
転
者
等
の
安
全

運
〓
の
励
●

夕
喜
れ
時
と
夜
問
，
父
通
事
故
防
止
と
飲
酒

運
転
等
の
危
険
運
転
の
防
止
、
一輪
車

原
，
単
の
交
通
事
故

防
■
（奈
良
県
重
点
）を
進
動
の
重
点
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

県
警
察
で
は

本
運
動
を
「
日
本
一安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
奈
良
の
実
現
」
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
交
通
事
故
抑
正
に

資
す
る
交
通
指
導
取
締
り

，
齢
籠
一Ｉ
別
２
父
通
安
全
業
生

や
あ
ら
ゆ
る
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
啓
発
活
動
キ
を
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
■
に
配
意
し
な
が
ら
強
力
に
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
■
に
お
か
れ
ま
し
て
も

本
運
動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き

交
通
事
故
抑
止
に
向
け
た
活
動
に
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

奈
良
の
実
現
に
向
け
て

奈
良
県
警
察
本
部

交
通
部
参
事
官

金

田
　
　
実

県
民
の
皆
■
に
は
、
平
ま
か
ら
交
通
安
全
活
動
を
は
じ
め
各

種
警
察
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
中
し

上
げ
ま
す
。

本
■
の
上
半
期
に
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
防
止
の
た
め

政
府
は

当
県
に
対
す
る
緊
急
事
態
市
一言
を

４
月
１６
口
か
ら
約
１
か
月
間
発
出
し

不
要
不
急
の
外
出
の
自

粛
、
い
わ
ゆ
る
３
密
に
な
る
よ
う
な
会
議

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を

要
請
す
る
等
、
県
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
■
対
策
は

県
警
察
２
父

通
安
全
教
育
の
手
法
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
、■
今
型
２
父

通
安
全
教
室
や
■
か
ら
手
へ
啓
発
物
品
を
配
布
す
る
広
報
啓
発

活
動
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
ケ
ー
プ
を
ア
レ
ビ
等
の
広
■
媒
体
を
利

用
し
て
交
通
安
全
教
育
の
映
像
を
配
信
す
る
等
、ウ
イ
ル
ス
の
罹

息
防
止
に
配
意
し
た
手
段
も
利
用
す
る
一，
」と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中

当
県
の
上
半
期
の
交
通
事
故
情
勢
に
目
を

向
け
て
み
ま
す
と
、交
通
事
故
死
者
数
ｎ
人

人
身
＋
故
件
数

１
３
２
０
件
、
負
傷
者
数
１
６
３
２
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
昨
年

同
時
期
と
比
べ
て
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
※
死
者
数
等
は
確
定
数

交
通
安
全
協
会
で
は
、６
月
２２
日
協

会
本
部
に
お
い
て
定
時
評
議
員
会

臨

時
理
事
会
を
開
催
し

令
和
元
年
度
の

事
業
報
告
、
決
算
報
告
等
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
．

今
回
の
先
時
評
議
員
会
で
は

理
事

４
名
が
退
任
さ
れ

後
任
に
は
松
本

博
巨
氏
（人
理
支
部
協
会
会
長
）
松
本

匡
司
氏
（桜
井
支
部
協
会
宇
陀
地
区

協
会
会
長
）
西
同
健
司
氏

（橿
原
支

部
協
会
会
長
ヽ
仲
井
雅
史
氏

（総
務

部
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
退
任

さ
れ
ま
し
た
松
塚
幾
善
氏

，
則
桜
丼

支
部
協
会
宇
陀
地
区
協
会
会
長
）
、

土
丼
貞
行
氏
全
剛
橿
原
支
部
協
会
会

長
）
吉
同
興
史
氏

（前
天
理
支
部
協

会
天
理
地
区
協
会
会
長
）
山
崎
素
明

氏
（前
総
務
部
長
）
に
は
永
年
●
旦
り

交
通
安
全
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
功
労

に
よ
り
奈
良
県
警
察
本
部
長
大
橋

一夫
、

交
通
安
全
協
会
会
長
岡
本
好
央
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

４
月
２２
日

橿
原
中
央
自
動
車
学

校

（奈
良
県
交
通
安
全
協
会
経
営
）

指
定
自
動
車
教
習
指
導
員
の
安
丼

オ
益
氏
が
、
多
年
に
わ
た
る
功
続
が

認
め
ら
れ
近
畿
管
区
警
察
局

近
畿

指
定
自
動
車
学
校
協
会
連
合
会
が

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

安
丼
指
導
員
は
、
「
こ
れ
か
ら
も
指

導
員
と
し
て
教
習
生
が
卒
業
後
も
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
運
転
の
慕

本
を
指
導
し
ま
す
．
ま
た
ご
」れ
か
ら

運
転
免
許
を
取
そ
つ
と
す
る
方
も
安

心
し
て
橿
原
中
央
自
動
車
学
校
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

感謝状を受けとられる松塚 土丼会長

安丼教習指導員佑預リ

交
通
安
全
協
会
で
は
、
４
月
７
日

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

奈
良
県
本
部
運
営
委
員
会
の
中
出

篤
伸
会
長
か
ら
口
四
凹
田
閣
凹
四
ロ

囮
ロ
ー
２
８
０
０
本
の
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。
）ヽれ
を
受
け
、
当
協
会
日
本

好
央
会
長
が
、
お
礼
と
共
に
感
謝
状

を
噌
■
し
ま
し
た
。
交
通
安
全
傘

は

交
通
安
全
協
会
か
ら
県
内
の
公

一半
私
立
の
小
学
校
を
通
じ
て
新
１

年
生
に
ブ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
通
学
時
の

交
通
事
故
防
止
に
活
用
し
て
頂
き

ま
し
た
。

| ▼ 甲 凛 月静

'^共
薔「,壇
`奎
oJ●薫A

―
｀ ―-2
寄贈式の様子

・
 '… ―  |

'ヽ
■済「,Ш ■,,,1鶴 公

自動車引交内での授業の様子

中出会長から岡本会長に贈呈

「TSマ ークJ(整備点検付 自転車保険)加入のご案内
☆子供が起こしたll嗜事故で保医者が多額の賠償判決

O I]ii]i]i」挿lil卓‖|1下

●死亡
●■度後遺障害

限産額 ,t● 円

●死亡       ●入院加療
●菫瞑後遺断書   15日 以上の

個書
―
`ユ

100万 円    ―津 0ヽ万 円

r交通安全教室をYouTubeで動画配信中 J
県警察では ,ヽつても とこでも'交通安全ヨ宰 を受講できるように V●●Lb●で

'交
通安全ワンポイントアロ イ`ス,の動画配信を始めました 動画は 子供 ―嬌

ジ●アときまざまなパージョンがあ,分か,やすく楽しい内容にな。ていま,
今後 随跨け言していく予定ですのでせひ 一度ご覧〈たさ|、

余長凛警察 交蛹女全摯室勤画  検索

炒 晰 舅
国 蜃 蜆

令
和
２
年
６
月

妨
害
運
転
「
あ

お
り
運
転
Ｌ
に
対
す
る
罰
則
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
．

あ
お
り
運
転
は
、
重
大
交
通
事
故

に
繋
が
る
極
め
て
悪
質
で
危
険
な
行

為
で
す
。
草
を
運
転
す
る
際
は
、月
り

年
に
対
す
る
「
思
い
や
り
、
ゆ
ず
り
合

い
」
の
気
持
ち
を
も
つ
て

安
全
な
速

度
と
方
法
の
運
転
に
心
が
け

十
分

な
車
間
距
離
を
保
つ
と
と
も
に
、
不

必
要
な
急
ブ
レ
ー
キ
や
無
理
な
進
路

変
更
等
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
つ
．

●交 通 事 故 発 生 状 況 (R21月 ～6月 )
人身事故 物損事故とも減少

子 供 の 交 通 事 故 防 止
～子供の交通事故が多発しています―
★下校時間帯や外出時晴日6‐ 8日自宅近くで多発。
★原因は子供達の「飛び出しJや「安全不確認Jの
ケースが多くお子さんには平素から

「 止 まる J「 見 る J「 待 つ J
の安全確認をしっかりすることを何度も繰り返し

指導し 習い けるようにしましょう。

★自転車事故が増加 特に 自転草側に原因のある

事故が多発していま丸

「体に合つた自颯車」「整備点検」「ヘルメットの着用J

●道路を積断するときは 横断歩道を渡つ
ましょう.
0外出は 明るい服装の着用 特に夜間は
反射材を活用しましよう。 顆
O交差点では 右折や左折する車に
気をつけましょう。

★横断歩道を渡ろうとする歩行者が

いる時は必ず止まりましょう。

★右折や左折をする時も横断歩道の歩行者に

気をつけましょう.

☆早めにヘッドライトを点灯しましょう.

☆先行車や対向車がないときは 歩行者を見つけやすくするため

ヘッドライトを上向きにしましょう。

暴覇妻選|0子供 (15歳以下 )の
交通事故発生状況

発生十数及び負傷者ともに減少

死者の発生は無し

0高齢者 (65歳以上)の
交通事故発生状況

発生十数及び死傷者とも減少

死者数は前年と同じ

～歩行中(横断中)の事故多発～

椰発生件数
人 分 事 故

初颯事故
発生件数  1 死  者 負 饉 者

本   年 ]6432 ]320 ]] 1632   ]5]]2
昨年同期 19749 1682     17 20]9   13067
増 減 致 -3317 ‐362     ‐6 -387    ‐2965

人 分 ● 故

拿  年

昨年同ll

増 ■ 蜃

人 ″

`放

率  年

"年
同期

■ ■藪



O)第 190号     ~般 財団法人 奈良県交通安全協会 (奈良県交通安全活動推進センター)  令和2年明16日

奈良県交通安全協会ではコロナ禍の影響により、例年同様

の交通安全教室の実施が困難なため、奈良県警察本部交通企

画課と協力して、子供達が交通ルールを正しく学べるように

「交通安全手帳」9万枚を作成し交通安全教室に役立てて頂く

ため7月 13日奈良県警察本部において贈呈式を行いました。

この手帳|ま、各警察署等から幼稚園 71ヽ学校等に提供されます。

～交通安全協会は各地域で様々rJ交通安全活動を展開しています～

山郡

新入学児童を交通事故から守るため 郡山支部オリジナル

デザインの「ランドセルカバーJを作成し 大・Fn郡山市教育
委員会に贈呈しました

る運転Jの標語や「めたか 金魚Jを孵化させ飼育し【運転て
はふかさないでlと交通安全を呼びかけています

7月 13曰警察本部にて贈呈式の様子 交通安全手帳

埼
鰐
我
謝

一七

I夏の交通事故防止運動1に

合わせて奈良西支部協会と合同で奈良交通の路線バスに

「横lい道歩行者優先」のパスマスクを取付けて交通安全を
呼0掛けました

警察署屋上と正面玄関前に「横断歩道歩行者優先 Jの横
断幕を設置し 横断幕での交通事故防止を呼0かけました

天  理

コロナウイルス感染防止対策として女性職員による手作リマ

スクの配布や窓口に飛沐感染防止シートを取付けるなどの対

応を取りました

メ∫

，
Ｉ
一女
，
　
　
　
●
■
■

交通安全を願い 耳成幼稚回の回児に書いてもらつた短冊

を笹に取付けて 署の玄関前に殴置しました

工條市教育委員会を通じ 五條市内の新入学児童に交通事

故から守るための「ランドセルカ′ヽ一J等を贈呈しました



か ら の お 願 い

〔
会員特典) 18恩

を11誉 1騒、 請習
☆協賛″iで優待制り| など

詳しくは当協会のホームページ 又は

当協会事務局総務課(0744220680)こ お問い合わせ下さい.

令II12年 9月 16H 一般財団法人 奈良県交通安全協会 (奈良県交通安全活動推進センター) 第190号 (4)

のはり旗等を提供した いジエイテクト

様では交通安全運動の期間中 朝夕の通

勤時間帯に各交差点 自社駐車場付近に

社員の方々が交書て立ち 交通安全の呼

びかけを行いました。

当協会賛助法人会員である大和ガスII

様の新入社員の方に「安全運転講習会J

として日常使用する社用車 (ジャイロキャ

ノビー)を正しく安全に運転する為の二輪

車講習会を実施しました.
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今回から入会ブレゼントが、A賞 :ドライブレコーダー B賞 :防災セット
に変わりました。

抽選は令和元年10月 1日から令和2年3月 31日までの応募分で

総数は19348通でした。

厳正な抽選の結果、次の皆様が当選されました。
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次回抽選は令和2●4月 1日から9月00日までの応募分を対象に10月に実施予定です。

アンケートこも多数のこ意見、こ要望、激励を頂きありがとうこざいました。

尚「免許制度」「交通規制」「道路管理」こ関するこ意見は 言関係機関に違惜させてい

たださました。今後も交通安全思想の普及向上に努めます。

団体Cル )ヽ会員募集中
交通安全協会の活動を社会貢献活動の一環としてサポートして頂きますようお願いします。法人(団体)会員になつていただくと 従業員の交通

安全教育や運転適性指導、交通安全資材の提供やDVD等の貸出、その他会員家族の橿原中央自動車学校入校割引などの特典があります。

責助会費は年間 1口 1万円です。 :辛しくは当協会事務局総務課 (電話 〇フ44-22-0680)こ お問い合わせください。

免許試験コースで練習ができます!!
普通免許試験を受ける人(18歳以上)、運転が不安なペーパードライバーの方
経験豊富な指導員がマンツーマンで指導します

場 所 ― 橿原市葛本町 奈良県警察運転免許センター
練習曰 ― 日曜日 (第 3日曜日 年末年始を除く)
時 間 ― 午前 9時～午後 4時
使用車 ― 貸 し出します (持ち込み まできません )

ll 金 -50分 6000円 (税別 )
必す事前に予約してください (ホームベーシわらも予約できます)

電話 0744‐ 24‐6249
(平日10:00～ ]6130)

交通安全協会ポランティア募集
奈良県交通安全協会では 広く交通安全思想の普及向上に努めると共に 交通事故のない明るい

地域社会の実現を目指し 県下各警察署の支部協会の単位で
* 街頭における交通安全誘導
* 交差点 横断歩道での学重誘導
* 交通安全広報啓発活動と交通安全教育
* 交通安全県民大会や各種イベント大会等への参加
等様々なボランティア活動を行つております.

これらの諸活動にこ責同頂き 地域貢献をして頂ける皆様方のこ参加 こ協力をお待ちしています。

詳細は 0744-22-0680 交通安全協会事務局までお問い合わせ下さい.

安 全 運 転 者 の し る しで す 。

無 事 故 /無 違 反 証 明 書 又 は 運 転
記 録 証 明 書 の 申 謂 者 の 方 で 、 1

年 以 上 事 故 違 反 等 の 記 録 の な

い 方 に 交 付 さ せ て 頂 い て い ま す 。

SDカ ー ドをお 持 ちの方 に、全 国
の ホ テル 、レス トラ ン、温 泉 な ど

で割弓を受 けていただ くことが で

きます。(約24000店 舗〉詳 しくは
ホームページでこ確認ください。

警察署、交番、駐在所に備え付けである

申込用紙に、必要事項を記入の上、最寄

りのゆうちょ銀イ子の窓□で振替により申
し込むか、事務所に直接中し込んでくだ

さい。手数料ま670円です。

容 074・ 4Ⅱ23=7171
(事 務所 窓 口 平 曰8:30～ 17:00)

hitps://vvvvw isdC Orip/
交通事故の当事者が適正な補償を受けら

れるようにするため 交通事故証明書を

発行しています 手数料は 600円 です.
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0奈良彙交通安全協会が経営
0底々コースでのびのび改ヨ
0■ 日IE 祝日も営業
0お客様に合わせたプラン議定
0教習料金のローン制こあり
0指導員を,日名できます
0三甕駅から無将送迎バス

あります

車動1晉 英中瞭任
「栞良県交通安全協会J会員II呈示て

場原ll宮前 大確八本 田原ホ 石見 大和高田 JR高田

0卒薬後も奎心サポート
卒業,=興:ベー八―トライ八―講習  1時限無料

橿原中央自動車学校財
奈良県福原市ヨ本ll11 59番地 曜転免許センター西い 容0744・22・6680


